
　おためし住宅は、移住を検討される方が本町の気候や風土などを体験していただくための拠点施設として設置しています。おためし住
宅の利用希望は、コロナ禍以前でも既存の施設で十分対応が可能であったことも踏まえ、新たな施設の設置は必要ないと考えておりま
す。また、インターネット環境については、令和２年度にWi-Fiルーターを設置しており、リモートワーク等にも対応することが可能であると
考えております。
　相談体制につきましては、ご提案のように、専任の職員を配置して岩美での暮らし方相談にお応えしており、希望により先輩移住者の
方や地元自治会等の関係各所とおつなぎしているところです。
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①現在のおためし住宅に代わり、海辺や温泉地、山間に立地する空き家を、新たに役場(以下、町という)が借り上げて、新生おためし住宅（以下「新生住宅」という）として
利用する。(借り上げについてはNPO法人方式も検討）
②新生住宅は一定の耐久性を備えた建物で岩美町がイメージ出来る環境であることを条件に、空き家所有者より公募(地元自治会からも推薦)する。
③新生住宅の改修は町がふるさと納税を利用する。新生住宅は、快適な住み心地で、インターネット環境も整備し、起業やリモートワーク希望者も含め移住希望を募り岩
美の住環境の素晴らしさを体験してもらう。また、起業・ワーケーション利用者のニーズに対応改修できる構造としておく。
④新生住宅の利用者には希望により、地元自治会や専任の移住・定住、商工会などが岩美での暮らし方相談に応える「おもてなし案内」を行う。また、働き先ではハロー
ワーク鳥取等と連携した相談体制を整備する。
⑤新生住宅の賃料は低額とし、利用者には岩美の住みよい環境や暮らしぶりなどを広く情報発信してもらう。
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　町は移住を考えている方へのアプローチ強化・受入機運の醸成を掲げ推進しているが、課題が
散見される。

①移住希望者及び起業家やワーケーション希望者のニーズへの対応　②町により魅力を感じ是
非住みたいと思ってもらえる政策づくり(活性化)　③おためし住宅のアピール性。また、地元自治
会とのかかわり方など抜本的な改善が必要。

主管課 企画財政課


